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研究成果の概要：施設に入所している認知症高齢者を対象に、園芸療法を実施した。これまで

の研究結果より、それぞれに好みの園芸作業があり、一人ひとりに適切なプログラムを提供す

る必要があることがわかった。園芸療法時には、いきいきとされている様子がみられるが、そ

れぞれの入所者に適切なプログラム内容や、園芸作業が認知症の症状や認知機能にもたらして

いる効果という点については、今後さらに長期的に実施し、検討していく必要がある。 
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１．研究開始当初の背景 

それまで研究者が行なってきた、介護保険

施設における認知症高齢者を対象とした園

芸療法の研究より、園芸や農業の経験があっ

たり、興味や関心がある者の方が、園芸療法

が効果的であったり、園芸に関するどのよう
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な作業でも効果があるというわけではなく、

対象者一人ひとりに好みのプログラムがあ

る可能性が示唆された。 

そこで今回、Diversional Therapy（以下 DT

とする）活動として認知症高齢者個々人を総

合的にアセスメントし、各人に適した園芸療

法プログラムを設計、実行し、さらに事後評

価することで、より適切かつ継続的にＱＯＬ

を高めることができるようになるのではな

いかと考えた｡ 

 

２．研究の目的 

１）施設に入所している認知症高齢者につい

て、DT の基本となる生活習慣や、社会的、文

化的背景を総合的にアセスメントするため

の項目を検討し、アセスメント表を作成する。 

２）アセスメント表を用いて事前調査を行な

い、結果に基づき、対象者別にアクティビテ

ィや趣味・レジャーに関するプログラムと、

精神的ケアを含む生活環境の工夫や支援に

ついて、他職種と連携して設計する。 

３）設計した内容をふまえ、園芸療法のプロ

グラムを検討および開発し、実行する。 

 

３．研究の方法 

１）アセスメント表の作成 

  研究者が介入して園芸療法を実施してい

る施設において、これまでの園芸療法の活動

記録から、必要もしくは有用であった生活習

慣や、社会的、文化的背景に関するアセスメ

ント項目を抽出する。同時に、施設でケアに

あたる様々な職種に対して、入所者の全般的

なケアに必要もしくは有用であった生活習

慣や、社会的、文化的背景に関するアセスメ

ント項目について調査する｡抽出されたアセ

スメント項目を統合し、一つの共通したアセ

スメント表を作成する。 

２）園芸療法プログラムの検討および開発 

（１）園芸療法の活動により期待される効果 

作成したアセスメント表を用いて対象

者の事前調査を行ない、その結果をふまえ

て、個々人に適当と思われるプログラムや

精神的ケアを含む生活環境の工夫や支援

について、他職種と連携して設計する。設

計した内容をふまえ、施設スタッフと研究

者とで、ＤＴ活動として園芸療法のプログ

ラムを検討および開発、実行し、実施後に

は行った活動を細分化し、その時の対象者

の反応に基づき活動の効果について検討

する。 

（２）認知機能の維持に効果的なプログラム 

 ファイブ・コグ検査とクロモグラニン Aの

測定を行い、経時的な変化を分析すること

により、具体的にどのような活動あるいは

行動が、どの認知機能に効果的に働きかけ

るのか、またどのような活動が精神的スト

レスを軽減し、認知症の問題行動の改善に

効果的であるかを検討する。 

 

４．研究成果 

１）アセスメント表の作成 

 初年度、ＤＴの手法に倣い、その基礎とな

るアセスメント項目を抽出し、アセスメント

表を作成した。 

具体的には、名前、性別や年齢、希望する

愛称について尋ねる項目の他に、最近の心身

の状態として、要介護度、認知症高齢者の日

常生活自立度、障害老人の日常生活自立度、

認知症関連の評価の項目、疾患、身体の状態

や、移動、排泄、整容、入浴の自立の程度を

尋ねる項目、そして、過去、現在、今後希望

することとして、家族、仕事、一日の過ごし

方、毎日の習慣、食事の習慣、飲酒・喫煙の

習慣、家事、興味・関心・遊び、得意なこと・

苦手なこと、好きなこと・嫌いなこと、健康

法、人とのかかわりについて尋ねる項目、さ



 

 

らに、施設で現在実施している活動をはじめ、

行なってみたい活動について尋ねる項目に

より作成した。作成したアセスメント表を用

いて、研究者と施設の作業療法士とで調査し

た結果、現在の対象者の知識や趣味に影響を

及ぼしている戦時中の生活についての情報

をはじめ、どのようなアクティビティが対象

者にとって望ましいか、園芸療法を適用する

ならば、どのような作業やプログラムが適当

かなどについて検討するのに有用だと思わ

れる情報を、短時間で効率よく収集すること

ができた。今後も作成したアセスメント表を

使用し、園芸療法を展開していく中で、さら

にアセスメント項目を検討していきたいと

考える。 

２）園芸療法プログラムの検討および開発 

（１）園芸療法の活動により期待される効果 

園芸療法の実施においては、一貫して対

象者のエンパワメントという点に重点を

置き、土や植物に触れる内容の他に、どの

ような植物を植えたり育てたりしたいか

を話し合って決めたり、収穫した野菜を使

って調理して食べたりといった活動も行

った。 

園芸療法の実施にあたっては、作成した

アセスメント表に基づき、園芸療法プログ

ラムを検討し行った。また実施した活動を

細分化し、その時の対象者の反応に基づい

て活動の効果について検討した。その結果、

例えば土や植物に触れるプログラムでは、

手や体を動かすことによる運動の効果が

得られ、等間隔で種や苗を植えたり間引い

たりすることにより視空間認知の機能が

鍛えられ、植物と草とを区別しながら抜く

ことにより、注意力が鍛えられる可能性が

考えられた。また、活動についての話し合

いの場面では、植えた植物のできばえをふ

り返り改善点が出されたり、新たに植えて

みたい植物や、その生育方法についての情

報が出され、自然な形で過去のことを思い

出すことが促されエピソード記憶が鍛え

られたり、他者の話を聞きながら発言する

ことで注意力が鍛えられ、テーマに関連す

ることを想起し発言することで言語流暢

性が鍛えられる可能性が考えられた。収穫

したサツマイモを使ったきんとん作りで

は、思考力の中でも、特に計画力が鍛えら

れる可能性が考えられた。 

（２）認知機能の維持に効果的なプログラム 

 最終年度は、ファイブ・コグ検査を実施

し、記憶・学習、注意、言語、思考、視空

間認知の各認知機能の状態についても把

握し、各機能の向上に焦点を当てた園芸療

法の実施を試みた。また、同時に精神的ス

トレスの状態が改善することにより、認知

症の問題行動が軽減される可能性も考え

られることから、園芸療法のセッションの

前後にはクロモグラニンＡを測定した。認

知機能の変化については、有意な差は認め

られなかった。また、園芸療法のセッショ

ンの参与観察では、積極的に作業に参加し、

笑顔も多く、いきいきしていると思われた

者であっても、必ずしもクロモグラニンＡ

濃度が低下しているわけではなく、これま

での研究結果と同様、個々人で好みのプロ

グラム内容があることや、適度の精神的ス

トレスにより、集中力や作業効率が高まっ

ている可能性が考えられた。 

これらの結果から、今後も長期的園芸療

法を行い、ファイブ・コグ検査およびクロ

モグラニンＡの測定を実施し、その変化を

経時的に分析し、認知機能とＱＯＬの維持

に効果的な園芸療法プログラム内容につ

いて検討する必要があると考える。また、

認知症高齢者を対象としたクロモグラニ

ンＡの測定を現場で用いるには、手間と高



 

 

額な費用とがかかる。そのため、クロモグ

ラニンＡ濃度の変化と対象者の反応とを

併せて総合的に評価し、精神的ストレスの

状態を改善することができる園芸療法の

プログラム内容について検討すると同時

に、将来的には、現場で簡便に、そして、

より適切かつ客観的に精神的ストレスの

状態を把握し、評価できるよう、参与観察

時のポイントについても明らかにしてい

く必要があると考えられた 
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